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京都パレスワイズメンズクラブ会長
谷口 龍一
「本質を探究しよう」
「ともに成長しよう」

京都部部長〔DG〕
山下 大輔 (京都トップス)
「あなたが主役!!!」
   "It’s up to you!"

「ワイズライフのお祭り騒ぎ」

「より良い世界のために、共に」
    "Together for a Better World"

「立ち上がろう、そして輝こう」
    "Arise and Shine"

国際会長〔ＩＰ〕
A.Shanavaskhan (インド)

「大きなインパクトを起こそう」
    "Make a Great Impact"

「大胆に、
　　　信念をもって奉仕しよう」
    "Be Bold and Serve by Faith"

アジア太平洋地域会長〔AＰ〕
Joan Wong （香港）

「つなげよう地域と世界、
　　　　　　　　YMCAと共に」
    "Connecting Lical to the 
　　　　　World with YMCA"

「楽しもうフェローシップを
　　　　　　　　ポジティブに」
    "Enjoy positively our
　　　　　　　　   fellowship"

西日本区理事〔RD〕
鵜丹谷 剛 （神戸）
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ヨハネの手紙１  ４章１６節

第54期会長　谷口 龍一
　会長を拝命して6ヶ月。パレスのことをより知りたくて「本質を探究しよう」
と高らかに会長主題を掲げたものの分からないことばかり出てきます。正確に
は少し分かったと思ったら、新たに分からないことが出てくる毎日。自然科学
とは違い人間社会では「正解」「正しいこと」はないのでしょう。大学のゼミ
の教授が「法律は説得の学問であり、他の学問（自然科学）とは違う」と仰っ
ていたのがなぜか思い出されます。
　会長として54期の目指すべきクラブの在り方を示し、メンバーに語りかける
のが理想の会長なのでしょう。ただ、人とのコミュニケーションが苦手な私に
は少々荷が重たいと感じたことも正直あります。私の言動が自分ではそのよう
に思っていなくても無意識にそのように行動していたのか、あるいはそのよう
に受け取った人の受け取り方が私と感性が違ったのか。どちらも正解であり正
解でないのかもしれません。
　まあ、そんな抽象的な話はさておき。下半期はどうしたいのか。
　「小さくまとまらず高い目標をぶち上げる！！達成できなくても笑って誤魔
化す」。語弊があるかもしれませんが、お金をもらって依頼者に言った通りの
成果を出さないといけない仕事と違い、宣言したことを達成できなくても「谷
口は言うことは大きいけど、ホンマに口ばっかりやな」と笑われてすむだけで
すから。
　大野嘉宏ワイスが「人生は神が与えた舞台である。その舞台の主人公は自分
である」と常々仰っています。どうやら私は残念ながら二枚目俳優ではなく、
芸名は「パーやん」という三枚目の喜劇俳優のようです。
　そんな三枚目の喜劇俳優が下半期は「最優秀クラブ賞を獲る！！」を至上命
題として舞台で七転八倒します。どうしたらいいのか具体策は無いです。なの
で皆さんも舞台を観るのではなく、同じ舞台に立って最優秀クラブ賞を一緒に
目指してください！！
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例 会 出 席 ニコニコ / ファンド
ニコニコ12月第一例会
ニコニコ12月第二例会

累計
ファンド収益

累計
電気ファンド12月

累計

8,000円
0円

93,500円
80,622円

1,314,073円
2,555円
17,335円

64名
1名
2名
3名
1名
48名
75%

12月第一例会
メンバー
メネット
コメット
ゲスト
ビジター
スピーカー

12月第二例会
メンバー
メネット
コメット
ゲスト
ビジター
スピーカー

  42名
  13名
  26名
  3名
  1名
  0名

  43名
  0名
  0名
 1名
  0名
  1名

在籍クラブ会員数
担当主事
パレス功労会員数
パレス維持会員数
月間MU総数
月間出席者数
月間出席率

Shall we palace

「神は愛です。」EF (Endowment Fund)



　12月11日19時よりパレスワイズメンズクラブの第1267回例会が京都ホテルオークラで開催されました。開
会宣言後、谷口会長より「自己研鑽」についてのお話がありました。ワイズだけでなく世間的にも自己研鑽と言
う言葉をよく耳にするが、谷口会長自身はあまり自己研鑽を意識できていないという認識であったとの事。しか
し、親睦を深める事でも自分自身のスキルや知識が身につく事が多々あり、そう考えると当クラブ活動で親睦を
深めることが、自己研鑽をしていく事に繋がるのではないかと考えている、との事でした。非常に良いお話でした。
　ゲストスピーカーのスピーチでは、医師、瀬川裕佳氏より「健康のトリセツ～あなたは何を信じますか～」に
ついてのお話でした。多数の健康に関わる例文から、その内容が正しいか誤っているかをクイズ形式でお話を頂
きました。結論は世の中のメディアでは誤った情報が溢れており、真実の情報を見抜く力が重要であるとの事で
した。その情報には客観的研究データや論文があるかどうか等も確認する必要がある事を教わりました。世の中、
偽りの情報ばかりで驚きました。
　ゲストスピーチを終え、12月度のワイズメンバーのＨＢ・ＨＡを斉唱、ニコニコ発表、ＹＭＣＡの歌を斉唱し、
閉会宣言・点鐘にて例会が終了しました。

12月  第 一 例 会 12-11  wed.第1267回 ホテルオークラ京都 池田 亮太

　今期ドライバー委員会の私は、クリスマス例会のドアプラ賞品の購入担当とドアプラ司会、例会全体の進行表
作成などのお仕事を担当させてもらった。12月17日に山科のドンキホーテに谷口会長と数人のドライバー委員
とで買い出しに行き、谷口会長が「ちいかわ」のキャラクター商品を買いたがるのを牽制しつつ、大人も子供も
もらって嬉しい賞品をたくさん揃え例会当日を迎えた。16時に集合し例会準備を行い、例会がスタートした。キャ
ンドルサービスに始まり、例会は進行し、食事、管弦四重奏が終わりいよいよドアプラが始まった。ドアプラの
司会も新人の坪内ワイズと二人でさせてもらったが、司会の打ち合わせを何もせずに本番を迎えたにもかかわら
ず、坪内ワイズもうまく息を合わせてくれて助かった。今期の新人の皆さんはできる人が多いなと感じた。結局、
今回の目玉賞品のノートパソコンは新人の木下ワイズがゲットされた。ドアプラの司会が終わって大きなお役目
からやっと解放され少し気が楽になったところで、みんなでホワイトクリスマスを歌って例会はお開きになった。
ドアプラ賞品が何も当たらなかった方、今年はたまたま運が悪かっただけてす。これに懲りずに来年もたくさん
のチケットを買ってくださいね。ドアプラ担当からのレポートでした。

12月 第 二 例 会  【クリスマス例会】 12-20  sun.第1268回 ホテルオークラ京都 田中 一馬



松本 善之江本 将史新人メンバー紹介 新人メンバー紹介

三 役 主 催 忘 年 会 12-28  sat. からすま京都ホテル「桃李」 高岡 昇

　年の瀬も迫る中、恒例の三役主催忘年会がからすま京都ホテルにて開催さ
れました。このところのコロナの再流行、インフルエンザやマイコプラズマ
肺炎の蔓延の影響か、体調を崩したメンバーも多く、参加は20名に留まりま
した。
　谷口会長の開会宣言、挨拶に引き続き、新納次期会長の乾杯の発声により
開宴の運びとなりました。例年のような三役によるアトラクション等はなく、
谷口会長から順次指名による「今年を振り返って、並びに来年の抱負」を全
員が短いスピーチを行いました。神田ワイズ、木下ワイズの新人メンバーに
も来年の抱負を力強く語ってもらい、大変頼もしく感じました。

　今期からパレスに入会さ
せて頂きました、江本将史
と申します。
　クラブ活動や交流会には
今までお誘い頂く機会もあ
りましたが、なかなか重い
腰も上がらず、参加せずで
した。しかしながら、大野
ワイズから【パレスに入っ

たら君の人生が変わる】と言って頂き、入会させて
頂く事となりました。人見知りな私でも、例会や行
事に行くのが楽しみな素晴らしいクラブだなと、今
は入って良かったと思っております。仕事は鍼灸師
をメインとして、ホテル清掃業や運送業も小規模で
やっております。パレスでこれから新しい事に取り
組める事に喜びを感じ、楽しみながらクラブに貢献
できるよう、自己研鑽いきます。よろしくお願い致
します。

　今期から入会させてい
ただきました松本善之と
申します。
　仕事は主に花火打揚業
務と鉄道関係の設備修繕
を営んでおります。現在、
現居住区でもある私の地
元、京都市山科区で花火
大会を企画し、その試験

的に行った小さな花火大会は多くの方のお力添えも
あり去年成功しました。その夢を強く後押し支援し
てくださっている安岡さんという方から大野嘉宏ワ
イズをご紹介いただいたのが、このクラブへの入会
のきっかけです。
　普段の仕事では、出会うことのない誰かの人生の
最高の黒子でありますようにと考えておりますが、
ここでは皆様にとって私自身にとっても、お互いに
出会ってよかったと思えるような魅力的な人間にな
れればと願い自己研鑽に励もうと考えております。
　宜しくお願い申し上げます。

山田 史織新人メンバー紹介 新人メンバー紹介

　皆様初めまして。この
度、パレスに仲間入りさ
せて頂きました山田史織
と申します。
　職業は西京極の方で自
動車教習所をしておりま
す。京都の交通マナーが
少しでもよくなり、優し
い心を広めるために出来

る事を日々考え進んでおります。私生活の方は、子
供3人と猫1匹での毎日です。まだまだ経験不足の知
識不足で学ばせて頂く事ばかりになりますが、少し
でも皆様と実のある話が出来るように努力していく
思いです。これからこのパレスでたくさんの方と出
会い、たくさんの考えに触れられることを楽しみに
しております。

神谷 ゆり

　初めまして。10月に入
会しました、神谷ゆりと申
します。気象予報士・フリ
ーアナウンサーを仕事にし
ております。ワイズメンズ
クラブとは、元々、夫の神
谷修平が京都トップスクラ
ブに所属しており、私自身
はメネットとして記念例会

などに参加させて頂いていました。この度、いつもお
世話になっている憧れの先輩である大野嘉宏ワイズ、
そして母校ノートルダムの先輩である大橋ワイズのお
声がけで、パレスクラブに入会させて頂きました。
　まだわからないことだらけですが、諸先輩方の姿を
見て学び、楽しみながら成長する機会となれば良いな
と思っています。どうぞよろしくお願い致します。



第１号議案　2月第一例会(TOF 例会) の件【承認】
第２号議案　2月第二例会の件【承認】
第３号議案　京都こども宅食プロジェクトへの支援の件【承認】
第４号議案　ドアプラ商品にIBC 訪問チケット拠出の件【承認】
第５号議案　慶弔金拠出の件【承認】
第６号議案　三役主催忘年会の件【承認】
第７号議案　新入会員の件【承認】
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京都パレスワイズメンズクラブ
第54期　広報事業委員会

委員長  杉本 光一　副委員長 服部 洋典
委　員  尾崎 明子　小森 由子  高岡 昇　豊福 火水成　安原 弘治　山田 史織

今後の予定 01 - 08 Wed.
01 - 22  Wed.

1月第一例会(新年例会)
1月第二例会(半期総会)

12月役員会議事録

12-20  fri. 日本聖公会 聖アグネス教会 前川 健司クリスマスキャロルナイト

January1 11  田中 一馬
15  櫻井 啓孝
17  前川 健司

17  堤　 雄次
23  小西 孝典Happy

Birthday!

　「神は、その独り子を与えになったほどに、世を愛された。
独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るため
である。」（ヨハネによる福音書３章１６節）「愛」を主題とし
て牧師のお祈りと平安女学院コーラス部、ハンドベル部、京
大交響楽四重奏のクリスマスコンサートが厳かな雰囲気の中、
執り行われました。

私の宝物

公式サイトhttps://sites.google.com/kyotoymca.org/2024-25ymca
URLまたはQRコードを読み取ってご覧ください。

坪内 宏行

お問合せ
京都YMCAウエルネスセンター
    075-255-4709

みつかる。つながる。よくなっていく。
新たな出会い、お子様の豊かな成長を願って
1月～３月のプログラムを準備いたしました。

スキー /スイミング/体操
募 集

53期に入会した坪内です。宝物は？と聞かれまして、家の中を見渡してみたのですが見当
たらず、いつものように仕事に行くと、ふと目につく物がありました。それは、この金物
ハサミです。私は16歳の頃から現在の建築の仕事をしているのですが、ちょうど10年務
めた記念にと、当時の親方からハサミを頂きました。誰でもすぐ扱える物ではなかったの
で、一人前の職人と認められた気がして大変嬉しかったのを覚えています。今では現場で
作業する事もほとんどなくなり、20年ほど経っているので新しい便利な道具もたくさんあ
りますが、仕事の車には常に積んであります。近年では、従業員の指導、育成の形は変わっ
たとは思いますが、私も従業員たちにそういう思いをしてもらえるように、何か思いのあ
る贈り物が出来ればと思います。
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